
     

     
 

1 

 

     
     

 

ISSN 1884-183X 2018/2 Vol.63

   

 

 

滋賀県東北部工業技術センター 
テクノニュース 
Vol.63-2018/2 

目次 

P1 機器紹介 

   熱分析装置 

   樹脂材料試作開発システム 

   小型切削RPマシン 

P4 センター活用法 

樹脂の試作開発について 

P8 ベトナム現地視察報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度導入機器の紹介  

熱分析装置 【長浜庁舎】 

  

 

■熱分析装置の導入について 

東北部工業技術センターでは、県内企業の皆様に評

価・分析機器などをより一層ご利用頂けるよう、公益財団法

人 ＪＫＡから競輪補助を受けて、新しい機器を整備してお

ります。 

平成２９年度は、長浜庁舎において、動的粘弾性測定と

熱重量・示差熱同時測定ができる熱分析装置を導入しまし

た。 

熱分析装置 

 

 

 

■熱分析装置の仕様 

(株)日立ハイテクサイエンスDMA7100, STA7300 

動的粘弾性測定部 

 動的粘弾性測定は、試料に一定周波数の振動歪を与え

たときの応力を測定することにより、試料の粘性や弾性を測

定する装置です。クリープ試験や万能材料試験機による一

定荷重や一定速度の静的な粘度や弾性の測定と異なり、

実際の利用に近い状態の材料の評価ができます。また、温

度を変えて測定することにより、実際に測定した周波数より

も短い時間の挙動や長い時間の挙動についての情報が得

られることもあります。 

 今回導入した熱分析装置では、図１のように、引張り、ず

り、圧縮、両持ち曲げ（片持ち曲げ）、３点曲げにより試料に

振動歪を与えるモードに対応した治具を導入しました。 

 動的粘弾性測部における主な仕様は、表１の通りです。 
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機器紹介 

センター 
活用法 

 

 

 

 

小型切削ＲＰマシン 
【彦根庁舎】 

 
ローランド ディー.ジー.株式会社 MODELA MDX-50ケ

ミカルウッド、モデリングワックスなどの樹脂素材を対象（ア

ルミなどの金属は対象外）として、最大で400mm（X軸）

×305mm（Y軸）×100mm（Z軸）のワークが取付け可能で、最

大6本まで収納可能なオートツールチェンジャーを備えた

切削加工機です。取付け可能な標準ツールはシャンク径

6mm、刃先径6mm以下で長さが30mm～90mmとなります。

また、付属の回転軸ユニット（取付け可能なサイズが回転中

心から半径60mm×長さ380mmとなる）を使用することで、ワ

ークの反転作業が削減でき、4面加工や任意角度割出しで

の多面加工も可能です。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

樹脂の試作開発について【長浜庁舎】 
 

 

東北部工業技術センターでは、樹脂の試作開発ができる装置を揃えて、県内のプラスチック加工業、電気機器製造業、

自動車関連産業など幅広い産業を支援しています。本誌の導入機器の紹介でも樹脂材料試作開発システム（耐摩耗性二

軸押出機、加圧式ニーダー、プランジャー押出機）を紹介しましたが、既設装置のなかにも試作開発に利用可能な装置が多

数ありますので合わせて紹介します。 

 

■プラスチック成形機（料金表コードV01） 

図１は、当センターで以前から皆様にご利用いただいて

きた100mLのニーダー、（株）東洋精機製作所社製ラボプラ

ストミル100MRです。容量が100mLと小さいことから、開発

中の樹脂原料や高価な添加剤を用いて、少量で試作する

ために活用することが可能です。一方、新たに導入したニ

ーダーは容量が1Lと大きく耐摩耗性もあるため、セラミック

図１	 プラスチック成形機	

問い合わせ 

機械システム係（彦根庁舎）井上、藤井、水谷 

TEL：0749-22-2325 
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紹 介 
 

 

ベトナム概要 

初日に、ＪＥＴＲＯハノイ事務所の北嶋氏にベトナムの基

本情報と経済投資動向をご説明頂きました。 

【ベトナム国情】 

・面積：約33万ｋｍ２ （日本から九州を除いた面積） 

・人口：約9300万人 （都市域34％、農村域66％） 

・政治体制：社会主義 （共産党による一党独裁） 

・民族：京族約90％、53の少数民族  

・ＧＤＰ／人：約2200ドル （日本は37000ドル）  

・首都：ハノイ市  

（人口約710万人、南部の商都ホーチミン市は約800万人） 

・日越関係：広範な戦略的パートナー。親日国 

・国民性：まじめで勤勉 

【経済状況】 

・経済：市場経済（社会主義指向） 

・経済成長率：約６％ （日本約１％、中国約７％） 

・南北経済規模：南部（ホーチミン市域）が北部（ハノイ市域）

の約２倍の規模 

・北部の主な日系進出企業：キヤノン、ブラザー、富士ゼロ

ックス、ブリヂストン、トヨタ、ホンダ、ヤマハ 等 

・南部の日系進出企業：日本電産、日清食品、ヤクルト、キ

リン、サントリー、ハウス食品、イオン 等 

【ベトナム投資のメリット】 （ジェトロ日系企業調査） 

①安定した政治・社会情勢 

②市場規模・成長性  

③人件費の安さ 

【ベトナム投資のリスク】 （ジェトロ日系企業調査） 

①人件費の高騰 

②法制度の未整備・不透明な運用 

③インフラ（電力、物流、通信等）の未整備 

邦人企業視察 

 ２日目は下記工場を視察しました。 

①（株）昭和バルブ製作所ベトナム工場 

 （タンチュオン工業団地、ハイイ市東55ｋｍ） 

彦根市本社のバルブメーカーで、鋳鉄鋳物など現地調達 

 

 

 

 

 

しながら、バルブの加工・組み立てを行っていました。工場

内に掲げてあったベトナム工場社訓１０箇条は印象的でし

た。 

②（株）フジキンベトナム タンロン工場 

 （タンロン工業団地、ハノイ市北西16ｋｍ） 

③（株）フジキンベトナム バクニン工場 

 （VSIPバクニン工業団地、ハノイ市北東20ｋｍ） 

 大阪市に総本社がある日本を代表する精密バルブのメ

ーカーで、クリーンルームの設置・運用や現地従業員の手

作業でのバリ取りが印象的でした。また、ここでは、日本の

５Ｓ、ＱＣ、技能認定制度を取り入れ、従業員の意識改革に

工夫を凝らしていました。 

ハナム省人民委員会訪問 

 ３日目は、ハノイ市の南50ｋｍにあるハナム省人民委員会

を訪問しました、同省には日系専用のドンパン第３工業団

地が整備されており、副会長ウ・ダイ・チャン一行と意見交

換をしました。その後、同省の浄水場を見学しました。 

バスで移動する途中、バイクの多さに驚き、またマンショ

ンや道路など至る所で建設ラッシュでした。道脇にはコマツ

や日立など日本製の重機の集積場が多数見られました。

11月半ばとはいえ現地では33℃の気温でしたが、ベトナム

人のバイタリティーを感じた視察研修でした。  

担当：阿部                    
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滋賀県東北部工業技術センター http://www.hik.shiga-irc.go.jp/ 

■長浜庁舎（有機環境係／繊維・デザイン係） 
〒526-0024 長浜市三ツ矢元町27-39 
TEL 0749-62-1492 FAX 0749-62-1450 

■彦根庁舎（機械システム係／金属材料係） 
〒522-0037 彦根市岡町52 
TEL 0749-22-2325 FAX 0749-26-1779 

この印刷物はグリーン購入法適合用紙を使用しています。 

ベトナム現地視察報告 
平成29年11月15～18日に掛けて、滋賀バルブ協同組合主催のベトナム視察研修（北部：ハノイ市周辺）に

参加致しましたので、現地の現状や動向をご紹介します。 

 

ハナム省人民委員会との意見交換 
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